
災害に強い町づくりに向けて
一般質問を取り下げ、被災状況を調査
議会活動の状況を報告

2
7
9

……

……………

議会だよりだより
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平成23年度
予算成立

平成23年３月たなぐら議会だより　（2）

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、国・県
補
助
金
の
確
保
や

歳
出
削
減
に
努
め
、第
五
次
振
興
計
画
に
掲
げ
た
諸
施
策
を
積

極
的
に
実
施
す
る
編
成
と
な
って
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算

総
額
で
86
億
7
千
万
円

会　　計　　名

特　

別　

会　

計

上
水
道
事
業
会
計

一 　 般 　 会 　 計
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農業集落排水事業
宅地用地取得造成事業
霊 園 整 備 事 業

50億5,800万円
14億9,678万円
1億1,785万円
9億2,158万円
3,887万円

3億4,480万円
6,395万円
3万円
199万円

4億237万円
3億8,465万円
6,881万円

2億4,495万円

50億1,300万円
14億8,858万円
1億1,676万円
9億1,716万円
4,024万円

3億3,821万円
6,455万円
3万円
63万円

4億186万円
3億8,178万円
9,958万円

2億6,894万円

4,500万円
820万円
109万円
442万円
△137万円
659万円
△60万円

0円
136万円
51万円
287万円

△3,077万円
△2,399万円

収入
支出
収入
支出

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

２３年度予算額
（1万円未満切捨て）

２2年度予算額 比　　　　較

　3月定例会を、3月10日から22日までの13日間の会期で開きました。
条例の制定や補正予算、平成23年度当初予算、追加議案について審議し、提案されたすべて
の議案を原案のとおり可決・同意しました。

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
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中
学
生
で
接
種
を
希
望
す
る

全
女
生
徒
を
対
象
に
、子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
、乳

幼
児
を
対
象
に
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及

び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
も
助
成
を
行
な
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

に
つ
い
て
は
、個
人
負
担
額
の
九

割
を
助
成
し
ま
す
。

23年度の
主な事業を
ピックアップ

23年度の
主な事業を
ピックアップ

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ

予
防
接
種
に
助
成

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人
と
、子
育
て
の
援
助
を
で
き
る

人
が
会
員
と
な
り
、地
域
の
中
で

会
員
同
士
が
お
互
い
に
助
け
合

う
組
織
づ
く
り
と
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。仕
事
と
育
児
を
両
立
す
る

た
め
の
環
境

整
備
を
図
り

な
が
ら
子
育

て
を
支
援
し

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
開
設

　

中
心
市
街
地
の
西
側
を
流
れ

る
車
堀
の
改
修
整
備
に
取
り
組

み
、良
好
な
河
川
環
境
の
維
持
と

雨
水
排
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

車
堀
の
改
修
整
備

　

棚
倉・社
川
児
童
ク
ラ
ブ
に
続

き
、新
た
に
近
津
児
童
ク
ラ
ブ
が

開
設
さ
れ
、安
心
し
て
就
労
で
き

る
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

近
津
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

　

客
室
テ
レ
ビ
の
入
れ
替
え
、ホ

テ
ル
棟
客
室
内
の
改
装
等
を
実

施
し
、新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ
な

げ
営
業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

客
室
内
改
装

　

町
道
に
架
か
る
橋
梁
の
点
検

と
修
繕
計
画
に
取
組
み
ま
す
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
・

修
繕
計
画
策
定

　

図
書
館
、多
目
的
集
会
施
設
、

歴
史
民
俗
資
料
館
等
の
機
能
を

備
え
た
施
設
を
計
画
し
て
お
り
、

今
年
度
は
施
設
建
設
用
地
を
購

入
し
ま
す
。

　

完
成
は
、平
成
二
十
五
年
度
内

の
予
定
で
す
。

社
会
教
育
複
合
施
設

建
設
に
向
け
着
手

　

既
存
住
宅
の
改
修
、建
替
え
、

廃
止
、新
設
等
を
含
め
た
総
合

的
な
公
営
住
宅
の
活
用
を
図
る

た
め
、長
寿
命
化
計
画
に
取
組
み

ま
す
。

公
営
住
宅
等
の

長
寿
命
化
計
画

さ
ら
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
に
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22年度補正予算22年度補正予算
(原案可決)

◎ 棚倉中学校屋内運動場・柔剣道場耐震補強
　 改修事業

◇ １億４,８７０万円

　国の補正予算を活用し、２３年度へ
繰り越して実施する主な事業です。

会　　計　　名

特　

別　

会　

計

上
水
道
事
業

一　般　会　計
国民健康保険
後期高齢者医療
老 人 保 健
介 護 保 険
簡 易水 道 事 業
公共下水道事業
農業集落排水事業

3億7,130万円
2,858万円
△51万円
△47万円

△1,100万円
△96万円

△2,141万円
△92万円
△384万円
183万円
81万円

56億5,147万円
15億347万円
1億1,849万円

50万円
9億3,350万円
4,140万円

3億1,733万円
6,500万円

3億9,792万円
3億8,507万円
2億7,047万円

収入
支出
支出

収益的収支

補 正 額 補正後の予算額
（1万円未満切り捨て）

（※△は減額表示）

　棚倉中学校の屋内運動場と柔剣道場を補強し、
耐震化を図ります。

◎ ルネサンス棚倉施設改修事業

◇ ８,０００万円
　ルネサンス棚倉テニスコートの改修工事を行い
ます。

◎ 消費生活啓発推進事業

◇ １,４０３万円
　電光掲示板を２ヵ所に設置します。

◎ 無線システム普及支援事業

◇ １,０１８万円
　地上デジタルテレビ放送の難視聴地域において、
共聴施設を整備しようとする共聴組合に対する補助
金です。

◎ 棚倉小学校屋内運動場耐震補強改修事業

◇ ７,６３０万円
　棚倉小学校の屋内運動場を補強し、耐震化を
図ります。

◎ 図書館図書購入事業

◇ ７００万円
　新刊図書、参考図書等を購入し、図書の充実に
努めます。

◎ プラネタリウムデジタルコンテンツ購入事業

◇ ４３０万円
　プラネタリウムで投影する新しいソフトを購入します。

安心して部活動ができるように改修

資本的収支

改修が待たれるテニスコート
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予算案を慎重に審議

　

平
成
二
十
三
年
の
新
年
度
予
算
案
は
、昨
年
同
様
、予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
十
三
年
度
条
例
の
制
定
、改
正
等
の
議
案
に
つ
い
て

は
、総
務
常
任
委
員
会
と
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
及
び
、各
常
任
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
を
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
、最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、審
査
結
果
を
各
委
員
長
が

報
告
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
に
は
、一億
三
千
七
百

万
円
の
水
源
対
策
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、こ
れ
は
、白
河
地
方
水
企
業

団
へ
の
負
担
金
で
毎
年
支
出
さ
れ
て

い
る
。町
内
河
川
か
ら
の
伏
流
水
の

活
用
が
最
善
で
あ
り
、早
急
な
軌
道

修
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

雇
用
の
確
保
で
は
、工
場
用
地
を

提
供
し
た
が
、い
ま
だ
に
企
業
が
建

設
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、町
の
活
力
に

と
って
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、定
住
促
進
の
た
め
町
営
住

宅
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、新
規

建
設
は
な
く
、既
存
住
宅
の
修
繕
予

算
も
十
分
な
確
保
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、景

気
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
　

寿
恵
園
で
は
待
機
者
が
お
り
、施

設
の
増
新
築
も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

予
算
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
、反
対
討
論

と
す
る
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、景
気
低
迷
に
よ

り
町
税
全
般
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ

る
が
、地
方
交
付
税
や
国・県
の
補
助

金
を
有
効
活
用
し
、積
極
的
な
財
源

の
確
保
に
努
め
、町
財
政
健
全
化
に

努
力
を
し
て
い
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、町
の
重
点
施
策

で
あ
る
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、新
た
に

全
中
学
生
を
対
象
と
し
た
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
助
成
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、子
育
て
支
援

を
一
層
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、継
続
的
に
実
施
す
る
学
校

耐
震
改
修
工
事
、更
に
は
、社
会
基
盤

の
整
備
に
お
い
て
、有
利
な
財
源
を
確

保
し
、町
道
整
備
や
公
共
下
水
道
整

備
、農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
な

ど
に
つ
い
て
も
、昨
年
に
引
き
続
き
積

極
的
に
取
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、町
政
の

継
続
的
な
発
展
を
目
指
す
予
算
案

は
、適
切
な
も
の
と
考
え
賛
成
討
論

と
す
る
。

鈴
木 

政
夫
　
議
員

大
椙 

　
守
　
議
員

議
案
・
予
算
審
査

議
案
・
予
算
審
査

（
３
月
16
日
〜
17
日
）

討論の末に
　平成23年度棚倉町一般会計予算の原案をめぐって
討論が行なわれ、採決の結果、賛成多数で可決しました。

可決

賛
成
（
13
人
）

反
対
（
１
人
）
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人
事
案
件

◎
棚
倉
町
副
町
長
の
選
任

　
前
棚
倉
町
役
場
総
務

課
長
で
あ
る
鈴
木
敏
光
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、平
成
二
十
三

年
四
月
一
日
か
ら
四
年
間
で

す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
候
補
者
の
推
薦

　
菅
原
海
淳
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、平
成
二
十
三

年
七
月
一
日
か
ら
三
年
間

で
す
。

　

三
月
十
一日
に
発
生
し
た
、東
日

本
大
震
災
に
よ
る
公
共
施
設
、道

路
等
の
災
害
復
旧
や
、災
害
救
助

等
の
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計

追
加
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
学
校・社
会
教
育
施
設
災
害

　

施
設
復
旧
費

◎
農
林・土
木
施
設
災
害
復
旧
費

◎
そ
の
他
公
共
施
設・公
用
施
設

　

災
害
復
旧
費

◎
災
害
救
助
費

◎
基
金
会
計
への
積
立
額

４
，４
１
３
万
円

２
，１
８
０
万
円

１
，２
４
７
万
円

９
７
２
万
円

△
８
，７
０
０
万
円

会　計　名
一 般 会 計
上水道事業
（収益的支出）

112万円 56億5,259万円
補　正　額 補正後の予算額

（1万円未満切り捨て）
◇ ３月追加補正予算の状況

414万円 3億8,921万円

外壁や窓ガラスが破損した棚倉幼稚園

観覧席に採光窓が落下した総合体育館

鈴木 敏光さん（流）菅原 海淳さん（花園）

　
次
の
請
願
を
所
管
の
建
設
経
済
常
任
委
員
会
が
審
査
し
た
結

果
、意
見
書
と
し
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

請
　
願

請
　
願

◎「
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

　

る
意
見
書
提
出
の
請
願
」

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

福
島
県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

 

議 

長　

小
野　
　

正　

渡
辺　

義
夫

採　

択

■ 

請
願
者

■ 

紹
介
議
員

■ 

審
査
結
果

陳
　
情

陳
　
情

福
島
市 　

星
野　

節
子

■ 

提
出
者

　
次
の
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、議
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
、衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

意
見
書
提
出

意
見
書
提
出

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）交
渉
参
加
に
反

　

対
を
求
め
る
意
見
書

■ 

提
出
先

◎「
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

　

る
意
見
書
」

■ 

提
出
先

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、外
務

大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、経
済
産
業
大
臣
。

◎「
別
名
に
化
け
た
外
国
人
参
政
権
への
警
戒
を
求
め
る
陳
情
」

内
閣
総
理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、福
島
県
労
働
局
長
。

追
加
提
出
補
正
予
算

（※

△
は
減
額
表
示
）



（7）　平成23年３月たなぐら議会だより

一般質問を取り下げ、被災状況を調査一般質問を取り下げ、被災状況を調査一般質問を取り下げ、被災状況を調査
　一般質問は、平成23年3月15日に予定しておりましたが、東北地方太平洋沖地震による公共施設の被
災状況調査を優先し、通告者全員が質問を取り下げられましたので一般質問は行なわれませんでした。
　予定していた「一般質問通告」の内容については以下のとおりです。

【一般質問通告一覧表】

１．特別養護老人ホーム寿恵園について
２．保育園の入所状況について
３．ルネサンス棚倉について

１．小学校における英語授業の対応について
２．消防機能の拡充施策について

１．山岡小学校の統合について
２．幼稚園預かり保育について
３．有害鳥獣被害対策について

１．環境美化と河川焼却について
２．国道桃木田地内の交差点の改良と歩道の整備について

１．水企業団への施設移管は計画の通り実施するのか
２．多重債務者の過払い金の請求相談支援をただす

１．特老施設の現状と増床問題を問う
２．県道山本不動線の歩道整備促進をただす
３．再び住宅リフォーム助成制度について
４．町営住宅の整備と増築問題をただす
５．イノシシによる被害の減少を求めて

１．災害時要援護者に対する町の防災計画について
２．老夫婦世帯、一人暮らしのお年寄りに対する日頃の安否
　確認・生活支援対策について
３．県の289号国道整備計画と黒磯棚倉線整備について
４．JR 水郡線踏み切り安全対策について

１．農山村直売所の建設補助について
２．行政改革においての公用車の削減はどの様に進んでいるか
３．「小学校英語必修化」について

１．食育の取り組みについて
２．第５次棚倉町振興計画の実施計画（23年度～25年度）について
３．棚倉城跡の今後について

登壇
順位

議席
番号 氏　　名 質　問　事　項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7

8

10

11

14

15

2

3

4

藤 田 智 之

大 椙 　 守

鈴 木 政 夫

佐 川 裕 一

　 田 悦 男

宮 川 政 夫

和 知 良 則

金 澤 義 行

松 本 英 一



東北地方太平洋沖地震による
公共施設被災状況視察公共施設被災状況視察公共施設被災状況視察公共施設被災状況視察

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
起
き
た
、観
測
史
上
最

大
の
巨
大
地
震
に
よ
り
被
災

し
た
町
内
公
共
施
設
や
町
道

な
ど
、十
七
箇
所
の
視
察
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
起
き
た
、観
測
史
上
最

大
の
巨
大
地
震
に
よ
り
被
災

し
た
町
内
公
共
施
設
や
町
道

な
ど
、十
七
箇
所
の
視
察
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

照
明
器
具
が
ぶ
ら
下
が
る
中
央
公
民
館

漆
喰
壁
が
落
下
し
た
土
蔵

亀
裂・陥
没
し
た
天
王
内
地
内
の
町
道

棚
倉
幼
稚
園
の
被
災
に
驚
く
議
員
団

赤
館
公
園
の
地
割
れ

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
津
波
や
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
り
、浜
通
り

地
区
で
は
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

棚
倉
町
議
会
は「
少
し
で

も
役
に
立
ち
た
い
。」と
の
思

い
か
ら
、浜
通
り
の
被
災
者

を
支
援
す
る
た
め
、日
本
赤

十
字
棚
倉
町
分
区
を
通
じ
て

義
援
金（
十
万
円
）を
贈
り

ま
し
た
。

浜
通
り
の
被
災
者
へ

義
援
金
を
贈
る

平成23年３月たなぐら議会だより　（8）

　
佐
藤
議
長（
中
央
）と
照
沼
副
議

長（
左
）が
、日
赤
棚
倉
町
分
区
長

の
藤
田
町
長
へ
義
援
金
を
寄
託
。



（9）　平成23年３月たなぐら議会だより

議
会
活
動
の
状
況
を
報
告
し
ま
す

議
会
活
動
の
状
況
を
報
告
し
ま
す

（
平
成
22
年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

定例会 ・ 臨時会

会  　　議 開  会 閉  会 会  期 傍聴者数
一般質問

登壇人数 質問件数

合      計

3月19日
5月17日
6月11日
9月17日
11月25日
12月17日

10
1
3
4
1
3
22

22
3
66
43
2
100
236

7
―
8
6
―
7
28

20
―
26
19
―
20
85

3月10日
5月17日
6月9日
9月14日
11月25日
12月15日

第 1回（定例会）
第 2回（臨時会）
第 3回（定例会）
第 4回（定例会）
第 5回（臨時会）
第 6回（定例会）

提出議案数

町
長
提
出

議
員
提
出

条　　　例
予　　　算
決　　　算
専 決 処 分
その他事件
計

条　　　例
意 見 書
決　　　議
そ の 他
計

16
38
11
7
12
84
1
3
1
4
9

種      類 件  数

・ 5/18～19
・ 6/29
・ 7/7～9
・ 8/24
・ 8/30～31

第35回町村議会議長・副議長研修会（東京）
町村議会広報研修会（郡山市）
常任委員会他町村行政調査（石川県・富山県）
町村議会正副議長・事務局長研修会（福島市）
平成22年度東白衛生組合先進地視察研修（北海道）

参加した研修会
・ 10/14～15
・ 10/25
・ 11/11
・ 11/17～18

議会運営委員会所管事務調査（宮城県）
町村議会議員研修会（郡山市）
白河地方町村議会議員講座（白河市）
東白川地方町村議会議長会地域開発
調査研究研修（群馬県）

議長の会議等出席状況 委員会等開催状況
内　　　容 件　　数

会議・総会

式典・大会

陳情・要望

研          修

そ の 他

合          計

44件

16件

5件

3件

59件

127件

区  分 委　員　会 開催日数

常任委員会

総 務 常 任 委 員 会
厚生文教常任委員会
建設経済常任委員会
広報編集常任委員会

1
1
1
16
5
7
7

議 会 運 営 委 員 会
特 別 委 員 会
議 員 全 員 協 議 会

平成22年12月定例会



　
前
号
議
会
だ
よ
り
一三
三
号
の
紙
面
中
、誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

平成23年3月たなぐら議会だより　（10）

発
行
責
任
者
／
議
長
 佐
藤
忠
政
　
編
集
／
棚
倉
町
広
報
編
集
常
任
委
員
会

〒
963-6192 福

島
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東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
中
居
野
33
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3
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一日
、こ
の
日
、

町
議
会
は
棚
倉
中
学
校
卒
業
式
の
た
め

休
会
で
し
た
が
、そ
の
日
の
午
後
、観
測

史
上
最
大
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
大
震
災
で
福
島
県
は
、地
震
に

よ
る
家
屋
倒
壊
と
津
波
、更
に
は
原
発
事

故
発
生
に
よ
る
放
射
能
の
大
気
汚
染
、風

評
被
害
と
四
重
苦
の
被
災
を
受
け
、棚
倉

町
も
か
つ
て
な
い
被
災
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
屋
や
塀
、農
地
な
ど
の
被
害
だ
け
で

な
く
、農
畜
産
物
の
出
荷
自
粛
や
停
止
、

更
に
観
光
業
や
旅
館
を
は
じ
め
、工
業
製

品
も
差
別
さ
れ
る
被
害
も
出
て
お
り
、福

島
県
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
原
発
事
故
の
収
束
と
、被

害
に
対
す
る
補
償
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、「
福
島
に
原
発
は
い
ら
な
い
」と
、

県
民
の
声
を
実
現
さ
せ
る
た
め
頑
張
り

ま
す
。広

報
編
集

　
常
任
委
員
会

広
報
編
集

　
常
任
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

広
報
編
集
常
任
委
員
会　

 

委
員
長  

鈴
木　

政
夫

　
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、昨
今
の
厳
し
い
年
金

財
政
の
状
況
を
踏
ま
え
、平
成
二
十
三
年
六
月
一日
を
も
って
制
度
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、廃
止
措
置
を
講
ず
る
法
律
案
が
、平
成

二
十
三
年
三
月
十
一日
に
閣
議
決
定
、四
月
一日
に
国
会
へ
提
出
さ
れ

現
在
審
議
中
で
す
。

　
な
お
、制
度
廃
止
に
伴
い
、現
職
議
員
に
対
す
る
納
付
掛
金
の

取
り
扱
い
に
つい
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
員
共
済
掛
金
及
び
特
別
掛
金
総
額
の
八

十
％
の
掛
金
返
納
か
、制
度
廃
止
前
の
法
律
に
よ

る
年
金
給
付
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

6月定例議会日程の
お知らせ（予定）

6月定例議会日程の
お知らせ（予定）

※正式日程は、６月８日開催予定の
　議会運営委員会で協議されます。

　
議
会
傍
聴
は
、町
政
を
知
る
よ
い

機
会
で
す
。

 
 

町
の
施
策
や
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
、あ
な
た
の
目
や
耳
で
確
か
め
、町

政
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

議
会
を

傍
聴
し
ま
し
�
う

議
会
を

傍
聴
し
ま
し
�
う

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

鈴
木 

政
夫

佐
川 

裕 

一

大
椙 

　
守

鈴
木 

喜 

一

宮
川 

政
夫

「
議
員
年
金
制
度
」に
廃
止
予
定

　

議
員
共
済
掛
金
及
び
特
別
掛
金
総
額
の
八

十
％
の
掛
金
が
返
納
と
な
り
ま
す
。

※

年
金
給
付
を
選
択
の
場
合
は
、実
際
の
退
職
時

　（
議
員
退
職
）に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇ 
十
一ペ
ー
ジ
上
段

　「
国
学
者
稲
垣
千
穎
」の
ふ
り
が
な

正
　「
ち
か
い
」

誤
　「
ち
か
え
」

◎ ６月15日（水）
　 定例会開会・本会議

◎ ６月16日（木）
　 休会

◎ ６月17日（金）
 　一般質問・閉会

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

①
議
員
在
職
十
二
年
以
上
の
場
合

②
議
員
在
職
十
二
年
未
満
の
場
合




